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高レベル廃棄物（燃料デブリ等）の保管における応力腐食割れ（SCC）対策として、炭素鋼製の二次キャニス

ターを用いた二重キャニスターにより高レベル廃棄物（燃料デブリ等）を長期保管するシステムの概念検討

を行った。 
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1. 緒言 
 福島第一原子力発電所の廃炉に当たっては、多量の燃料デブリ等の高レベル廃棄物の保管あるいは貯蔵が

必要となると想定される。高レベル廃棄物（燃料デブリ等）の保管・貯蔵に当たっては、当初は水素の発生

が懸念されるところからベンチレーションが必要であるが、その放射能量の大きさから密封容器で保管する

ことが望ましく、廃棄物乾燥技術の進展等により水素発生が抑制される場合は、速やかに密封容器での保管・

貯蔵に移行することが考えられる。また、保管・貯蔵期間が長期に及ぶ可能性を考慮すると、密封容器は海

外の使用済燃料貯蔵で実績のある溶接構造のステンレス鋼製キャニスターとすることが適切であると考えら

れるが、我が国の保管・貯蔵環境では海塩粒子によるステンレス鋼の SCC の問題があり、海塩粒子によるス

テンレス鋼の SCC を防止し、キャニスターの密封健全性を保証することが重要である。 
2. 二重キャニスターシステム概念検討 
 本研究では、キャニスターの密封健全性維持及び監視が可能であり、かつ収納する高レベル廃棄物の収納

缶数の減少を極力抑えた二重キャニスターシステムの概念検討を行った。本システムの特徴は次のとおりで

ある。 
・ 一次キャニスターはステンレス鋼製、外気に触れる二次キャニスターは SCC の恐れのない炭素鋼製であ

る。 
・ 一次キャニスターは二重蓋溶接、二次キャニスターは一重蓋ボルト締めで金属ガスケットにより密封す

る構造。 
・ 輸送に当たっては一次キャニスターと輸送キャスクの二重密封構造とし、間にヘリウムを封入する。コ

ンクリートキャスク等による保管／貯蔵中は一次キャニスターと二次キャニスターの二重密封構造とし、

両キャニスター間にヘリウムを封入する。このように、一次キャニスターが空気に触れることを防ぎ、

SCC を防止する。 
・ キャニスター間の圧力を監視することにより、キャニスターの密封健全性をモニターできる。 
・ 保管・貯蔵施設において SCC の恐れがなく、一次キャニスターの密封健全性が保証できるため、キャニ

スター間の圧力が低下した場合は二次キャニスターシール部の密封機能低下と判断でき、二次キャニス

ター（あるいはそのシール材のみ）を交換することにより貯蔵を続行できる。 
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